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PA田 940POWER UP UNIT 取扱説明書

PA-940は、 HFトランシ パ-T8-940Vの終段入力を250WC10mバンドのみ180W)1こパワ一戸ツフ。するだめのユニットです。

電源部、出力段及びフィルター部の改造を行ないますので、説明

書の作業手順と方法を確実に実行し、誤りのないよう つつチェ

ッつしながら作業を進めてください。まだつぎの点にご注意くださ

し1。
1 .取りはずしのネジは、部日取{寸けの際必要となりますので、無く

さないように、ご注意ください。

2.聞協のない配線に手を加え疋り、電線を傷つけ疋りしないように、
ご注意<疋、さい。

3.電線を部日やピヌ頭の下にはさまないように、ご注意ください。

4.セットの電源コ ドをコンセントから抜いてく定さい。

-作業に入る前のご注意

1 . P A -9401et、下8-9408の100Wフフフイナルユニットと共通のユ

ニットを使用していますのでリ二戸リティ、電力利得、最大コレ

クタ損失等の諸特性はもとより、負荷変動に対する信頼性も確保

されています。

2. PA-940には、温度機出素子ガ内蔵されており、高温時の長時間

送信などにより温度ガ異状に上昇しだ場合|こT8-940本体の温度

プロテクションガ動作し、トランジスタを保護します。

-特長

-ケースの取りはずし方

セットの上ブタおよび底板のネ主刊本を取りはずすことにより、

ケスは取りはずせます。

-パワ一戸ツブ改造しますと。

パワーアップ改造をしますと、その後の戸マチユ戸無線聞の運用

について法的扱いが変ってきますのでご注意ください。

1 .第=級戸マチユ戸無線技士以上の無線従事者免許ガ必要です。

2.申請書の書き方は③頁にあります。

-部昂一覧

品

@図。ーー

改造に着手する前に、必ず部田の育無をチェックしてください。
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圃フ戸イナル部及びフィルタ一部の改造
格

周波数範囲 1. 9~29. 7MHzの各戸マチユ戸バンド

定格終段入力・ 1.9~24MHz 250W 

28MHz 180W 

ドライブ入力:20mW 

入力インピーダンス 50Q

出力負荷インピーダンス 50Q 

電源電圧 28V土0.3V

寸 法 (mm):幅225(225)x高さ95(95)x奥行75(90)

量 1.7kg

圃定

重



①フィルターユニットシールドケースを取りはずしてください。

②フ戸イナルユニット力パーを取り除いてください。

〈このカバーは、不用になります。〉

②10Wフコフイナルユニットに接続されているケーブルを取
りはずしてくだ、さい。

③10Wフコフイナルユニット部を取り除いてくだ、さい。

④100Wフフコイナルユニットにケーブルを接続してください。

(6ケ所〉この時冷却用のファンにケーフゃルガ当芝らない

ようにしてく定さい。

⑤フィルターユニットシールドケースを取り出けてく足、さい。

回

@4Aのヒューズ銘板をはがして6AIこしてく疋、さい。

⑦TS-9401こ標準装置されている4Aヒューズを抜き取り

6Aヒューズに受換してください。

。，』



圃コントロールユニットの調整部
(セット底面〉

| ントロールユニット

VR5 
J VR4 晶 i

JP105喝@)- I 

叫届 vJ2
100W 51 @) 

@ALC調整

1.J P105のジャンパー線を力ツトします。(きれいに取除いてく

ぜさし¥)

2.ダミーロ ドをANTコネクタ に接続します。〈夕、ミーロード

は50Q、150W以上のもの〉

3.周波数を14.175MHzlこセットします。

4.METERCメーター〉スイッチをPOWERIこします。

5.半固定抵抗器VR2を時計方向に回し切っておきます。

6.コントロールユニットS何J1100W出力の位置になっていること

を確認して<定さい。

7. PWRC/ '¥ワーコントロール〕ツマミを時計方向最大にします。

8.CAR レベルを最大|こし(目盛10YMODECモード〉スイッチ

をCWにします。

9スタンパイスイッチをSENDIこし〔電鍵CKEY)が接続されて

いる時IcJ:KEYダウンする〕半酉定抵抗器VR2をメーターで出

力電力ガToowを指示するように静かに反時計方向にまわします。
10.スタンパイスイッチをRECIこもどします。

@V.S.W.R:プロテクション調整

1.スタンパイスイッチをSENDIこし、 CARLEVEじYマミを

最小方向ヘスライドさせます。メーターでPOWER指示力 40

WIこなるようセッティンゲします。

2.スタンパイスイッチをRECIこもどします。

申請方法

3.ANTコネクタから、夕、ミロ ドをはずし、スタンパイスイ

ツチをSENDIこしメーターのPOWER指示lJ10WIこなるよう

半固定抵抗VR5を調整します。この調整は短時間に行ってく
だ、さい。

4.スタンパイスイッチをRECIこもどします。

⑬パワーセツテインク、

1 .夕、ミ一一ロードをANTコネクターlこ接続します。〔ダミーロード

は50Q、150W以上のもの〉

2.周波数を28.5MHzlこセットします。スタン/'iイスイッチを

SENDIこし、半固定抵抗VR41こてメーターのPOWER指示

が50Wになるよう調整します。

3.スタンパイスイッチをRECIこもどします。

〈ご注意〉

・コントロールユニットはシヤーシから取り外す必要はありませ

ん。

.J P105は、二ツ/'¥一等で確実に切りはなしてくだ、さい。

・調整は定められだとおり確実に行なってください。特に@-g
はゆっくりと確実に調整してくだ、さい。

・指定された箇所以外の半固定抵抗器、トリマーコンデンサ等に

は絶対にふれない様にご注意壬ださい。

⑪底板および上ブタを取{寸けて完了です。(ケースの取りはずし方

参照〉

⑫丁S-940VIこPA-940を使用しパワ一戸ツプ改造しだ場合、円(リ

7フ〉発泡スチロールの斜線部をカッターナイフ等で力ツトしてか

ら段ボ-)レ箱に入れてくだ、さい。

eTS-940VIこPA-940を追加しだ時には、 JARLの登録機種としては取り扱われませんのでご注意ください。

従って保証願書の提出時|こJARL指定の用紙に送信機系統図を記載して添惜してく定さい。

22工事設計 第 1 送信機 第2送信機 保 証 願

1.9 MHz帯. Al， 
3.5 MHz帯 I Al ，A3j 無 線 設 備 等
3.8 MHz帯 I Al ，A3j 

周波数 空中線電力 電波の型式 畳録揖極の畳録番号若しくほ唱称，又は発射可能な 7MHz帯 I Al ，A3j 
電波の型式 10 MHz帯， Al ，A3j 1.9MHz 100 W Al ， 尭射可能な電被の型式，周並置の範囲
周波数の範 14 MHz帯， At ，A3j 送

閤 18 MHz帯， Al ，A3j 3.5 MHz 100 W Al I A3j 第 1送信機 TS-940V改造I.9-28MHz帯，Al.A3j，F3

21 MHz帯 I Al ，A3j 
3.8 MHz 100 W At • A3j 第2送信機24 MHz帯.Al I A3j 

信
28 MHz帯.Al I A3j， F3 7 MHz 100 W At ， A3j 第3送信機

変調の方式 A3j:平蘭費調 F3:リアタタンス変調
10 MHz 100 W Al • A3j 第4送信機

5間
MRF422x2 × 

14 MHz 100 W Al • A3i 
機
第5送信機

28V 250W但L.28MHz帯は180W V W 
18 MHz 100 W Al • A3j 第?送信機

議雪量主 ※ 21 MHz 100 W Al • A3j 
ドその旭工事世計 電波法第3章に規定する条件に合致している。

24 MHz 100 W Al ， A3j 

日空Hz 50 W Al ， A3j ， F3 

etOowでの申請方法

無線局事項書及び工事設計書

周波数帯 空中線電力 電波の型式

1.9 M 100 W Al 

3.5 M 100 W : ， Al ， A3j 

3.8 M: ， 100 W Al ， A3i 

7 M: ， 100 W : • Al ， A3i 

10 M: ， 100 W : ， Al ， A3i 

14 M: • 100 W Al ， A3j 

18 M:. 100、11:， Al ， A3i 
21 M:. 100 W Al ， A3i 

24 M: ， 100、11:， Al ， A3j 
28 M: • 50 W Al ， A3i ' F3 

。。



e50Wでの申請方法

無線局事項書及び工事設計書

周波数帯 空中線電力 電波の型式 22工事設計 第 l 送信機 第2送信機 保 鉦 願

1.9 M: ， 50 W :， AI ， 1.9 MHz帯， AI， 
無 線 設 備 等3.5 MHz帯， Al ，A3j 

3.5 M: ， 50 W AI ， A3j ， 3.8 MHz帯， Al • A3j 
周波数 空中線電力 電波の型式 畳蝿槽種の畳録番号若しくは名称，又は

3.8 M: ， 
発射可能な 1MHz帯， Al ，A3j 

尭射可能な電波の型式，周世散の範囲
50 W AI ， A3j • 電波の型式 10 MHz帯， Al ，A3j l.9 MHz 50 W AI ， 

周波数の範 14 MHz帯， Al ，A3j 送1 M: ， 50 W : ， Al • A3j 
囲 18 MHz帯， Al ，A3j 3.5 MHz 50 W Al ， A3j 第l送信機 TS-940V改造1.9-28MHz帯，A!，A3j，F3 

lO M: ， 50 W Al • A3j 21 MHz帯， Al ，A3j 
3.8 MHz 50 W Al ， A3j 第2送信機24 MHz帯， Al ，A3j 

備14 M: ， 50 W : ， Al ， A3j ， 28 MHz帯， Al ，A3j. F3 1 MHz 50 W Al • A3j 第3送信機

18 M: ， 50 W ・， Al ， A3j 変調の方式 A3j平面変調 F3:9アタタンス変調
10 MHz 50 W Al • A3j 第4送信機

21 M 50 W Al ， A3j 

i間
MRF422x2 x /機

第5送信機14 MHz 50 W Al • A3j 
24 M: ， 50 W : ， Al ， A3j ， 28 V 180 W V W 

18 MHz 50 W Al • A3j 第6送信機

28 M: ， 50 W Al ， A3j ， F3 ， 議警豊富 ※ 
21 MHz 50 W Al • A3j 

. ・' I!.':他工事置計 電波法第3章に規定する条件に合致している. 
24 MHz 50 W Al ， A3j 

28 MHz 50 W Al I A3j . F3 

送信機系統図

-株式会社ケンウッド
本社東京都渋谷区渋谷 2 の 1 7 の 5 シオノギ渋谷ビル干150

お買い上げ後のサービスのご相談は、購入唐かお近くの当社営業所、サービスセンター窓口をご利用ください。
その他商品に関するお問合せは、お客様相談室をご利用ください。 電話 (03)486-5515
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